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一 目 統 計
管内情勢・消防予算等

組織・車両・水利

火災・救急・救助

予防・その他

施設見学状況
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位置及び市町別面積･人口･世帯
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１ 地  勢  

２  概  要  
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」
 郡山の「山」の小篆（しょうてん）文字を図案化したもので、藩政時代か
ら郡山代官支配下「郡山」の標識として使用されてきたものです。 
市の鳥はカッコウ、木はヤマザクラ、花はハナカツミ 

「あぶくまの人・郷・夢を育むまち 
 ～はつらつ高原都市 田村市～ 」

田村市の「田」をモチーフにして、緑豊かな自然にいだかれた高原都市 
  として光り輝きながら限りなく発展するイメージを表現しています。 
  市の鳥はウグイス、木はナラ、花はツツジ 
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「今、花ひらく小さな城下町 三春」
    三春の「み」を円形に図案化したもので、円型は協同と団結を、横線は融
和を、真ん中の線と空間は向上発展を希求する姿を表しています。     
町の鳥はウグイス、木はシダレザクラ、花は松波 

 
 

「笑顔とがんばりの町」 
 小野町の頭文字「小」を図案化したもので、町の飛躍的な発展と町民融和   
と団結を表しています。
町の鳥はカッコウ、木はスギ、花はツツジ 



― 14 ―

① Safety  （セーフティ）・・・・・　安心して暮らせるまち
② Strong （ストロング）・・・・・　あらゆる災害に対応できる消防力
③ Smart （スマート） ・・・・・　最適なマネジメント

基本指針の特徴 

本組合が取り組むべき課題等を抽出し、４年の計画期
間で重点的に取り組まなければならない事項である重点
プロジェクトと、より具体的な年度ごとの施策を示した
推進事業で構成しています。 
　重点プロジェクトは、４年ごとに見直し、推進事業
は、４年間の見通しをもって取り組むこととしますが、
社会情勢の変化や施策の効果性などを踏まえて毎年見直
すこととします。 

こおりやま消防安全・安心基本指針（ 2018 年度～ 2021 年度） 

「いのちと心を　未来につなげる消防」

災害に強いまち
安心して暮らせるまち

行財政改革

組織力の向上
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① Safety (セーフティ) 安心して暮らせるまち

③ Smart (スマート) 最適なマネジメント

予防救急推進事業 
応急手当普及啓発活動推進事業

重点プロジェクト

救急業務高度化推進事業 
最新技術を活用した消防活動検証事業 
消防通信ネットワークと指令体制の充実強化事業 

重点プロジェクト 重点プロジェクト 

防災関係機関との連携強化事業
消防パートナーシップ事業 

重点プロジェクト 

施設の長寿命化事業 
消防車両の整備管理事業
コストスリム化事業

重点プロジェクト 

ワークライフバランス推進事業
メンタルヘルス対策事業

重点プロジェクト 

組織カイゼン推進事業

重点プロジェクト 

火災ゼロ対策
重点プロジェクト 

違反処理体制の充実強化事業

　消防法令違反対象物の是正 救急車の適正利用
重点プロジェクト

② Strong (ストロング) あらゆる災害に対応できる消防力

現場活動力の強化 エキスパートの育成 地域防災力の充実強化

働き方改革の推進 社会情勢に応じた施設等の管理 将来に向けた組織の改善

　火災の発生は減少傾向にあります
が、建物火災による死者は、後を絶た
ない状況です。　
　火災の原因究明率をさらに上昇させ
るとともに、火災の傾向、予防策等の
効果的な周知が必要です。　

年々増加する防火対象物に対し、年間
査察計画に基づいた定期的な立ち入り
検査を実施することで、消防法令違反
対象物の是正を図ります。

　複雑・大規模化する火災や自然災
害、さらには2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会などで懸
念されるテロ対策など新たな消防需要
が求められている中、先進技術を駆使
した消防活動や訓練・教育体制の検討
を図ります。

　事務事業のマネジメントや職員のメ
ンタルケアの充実を図り、魅力ある職
場環境を醸成します。

　消防庁舎の約７割が建築から35年以
上を経過していることから、計画的に
補修を行い、職場環境の改善を図りま
す。また消防車両についても計画的な
更新により消防力を維持します。 

　東日本大震災級の大規模災害に備え
て、消防団をはじめとした、自主防災
組織などの関係機関との役割分担・連
携強化により地域防災力の充実強化を
図ることが求められます。

　将来的に人口減少が予想されている
中、住民・地域のニーズを踏まえた費
用対効果のある持続可能な組織のあり
方を検討します。また各業務運営の活
性化・効率化を図るため事務事業の見
直し・検討を図ります。

　日頃の心がけで予防できるけがや病
気、さらに救急車を利用するに及ばな
いけがや病気に関する情報を効果的に
住民へ提供し、救急出動件数の抑制を
図ります。 
　また、応急手当講習の普及により救
命率の向上を図ります。 

推進事業
火災原因調査体制の充実強化事業 
火災予防対策の推進事業 
防火対象物の安全対策強化事業 

推進事業

推進事業

推進事業

推進事業

　消防隊の強化、指導救命士の養成、
予防要員の育成など、各分野における
専門的な知識・技術が求められていま
す。 
　また派遣研修・職場内研修の充実に
よる消防力の維持・強化を図ります。

推進事業

人材育成・開発事業 
予防要員の育成事業 
消防活動能力向上事業 

推進事業

推進事業
推進事業



― 16 ―

平成30年の主な動き

５月 避難指示区域における大規模火災対応訓練

１月 文化財防火デーに伴う消防訓練 ２月 福島県消防職員意見発表会

６月 第41回福島県消防救助技術大会６月 第１回福島県女性消防吏員座談会

７月 水難救助訓練 ７月 郡山地方広域消防連絡協議会

３月 タレントの植木安里紗さんによる一日消防長 ５月 避難指示区域における大規模火災対応訓練

１月 文化財防火デーに伴う消防訓練 ２月 福島県消防職員意見発表会

６月 第41回福島県消防救助技術大会６月 第１回福島県女性消防吏員座談会

７月 水難救助訓練 ７月 郡山地方広域消防連絡協議会

３月 タレントの植木安里紗さんによる一日消防長
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８月 郡山地方広域消防組合議会議員行政視察

第18回少年消防クラブのつどい 高度救助隊10周年with
秋の火災予防運動inフェスタ

９月 第10回田村地方自衛消防操法大会

10月 第48回郡山地区自衛消防操法大会

11月

11月

11月

危険物実務研修

９月 警防本部運営訓練

９月 福島県総合防災訓練８月 郡山地方広域消防組合議会議員行政視察

第18回少年消防クラブのつどい 高度救助隊10周年with
秋の火災予防運動inフェスタ

９月 第10回田村地方自衛消防操法大会

10月 第48回郡山地区自衛消防操法大会

11月

11月

11月

危険物実務研修

９月 警防本部運営訓練

９月 福島県総合防災訓練
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消防概要編 
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消防予算と事業 

 

 
 

令和元年度当初予算に係る主な事業

事

   

業

 

内

   

容

 

火災原因調査体制の充実強化事業
 

○ 火災原因調査資機材の整備

郡山消防署富久山分署庁舎の整備
 

防火対象物等の安全対策強化事業 ○ 甲種防火管理新規講習・再講習  ○ 自衛消防操法大会 
○ 危険物取扱者保安講習  

消防力の充実強化事業

 

○

  
予防救急推進事業

 

○

 

予防救急啓発活動

 

○

 

予防救急サポーター養成講習会

 
応急手当普及啓発活動推進事業

 

○

 

応急手当ＷＥＢ講習（ｅラーニング）の活用

 

救急業務高度化推進事業

 

○

 

病院研修・実習の実施

 

最新技術を活用した消防活動検証事業

 

○

 

大規模災害対応訓練等の検証

 

○

 

現場活動におけるドローンの活用

 

消防通信ネットワークと指令体制の充実強化事業

 

○

 

ＩＰトランシーバーの拡充整備

 

○

 

通訳センター等との研修・訓練 

人材育成・開発事業

 

○ 人事評価制度評価者等研修  ○ 総務省消防庁実務研修
○ 東京消防庁受託研修

 

○

 

消防大学校・県消防学校・自治研修センター等研修

予防要員の育成事業

 

○

 

外部研修・内部研修の充実

 

消防活動能力向上事業

 

○

 

福島県消防学校AFT訓練施設の活用

 

防災関係機関との連携強化事業 ○ 構成市町防災訓練への参加

 

○

 

自主防災組織等の育成指導

メンタルヘルス対策事業 ○  メンタルヘルス研修会 ○  ストレスチェックの実施

施設の長寿命化事業
 

○

 

仮眠室の個室化（日和田分署）
○

 

屋上防水工事（安積分署）
○

 

本部庁舎施設修繕等

消防車両の整備管理事業 ○

○

○

消防車両等の整備

コストスリム化事業 電力自由化試行検討

地域防災力の充実強化事業 VR消火体験装置の導入
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広報活動

平成30年度中の主な広報活動
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火災概況・予防対策 
１ 平成30年の火災発生状況 

火災件数は99件、28年ぶりに100件を下回る

建物火災54件のうち住宅火災は28件

出火原因の上位は「放火･放火の疑い」、
「たき火」、「こんろ」

火災による死者は13人

損害額について

出火原因の上位

火災件数の推移
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市町別火災発生状況

２ 火災予防行政

住宅防火対策の推進
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防火対象物の防火対策

ア 宿泊施設の防火対策推進

イ 違反対象物の公表制度の実施
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危険物施設の安全対策

自衛消防隊の育成
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消防活動概況 

１ 消防隊の活動 
   火災・災害への出動状況 

２ 消防訓練 
(1) 総合防災訓練 

ア 郡山市総合防災訓練 

イ 福島県総合防災訓練（田村市総合防災訓練含む） 

ウ 小野町総合防災訓練 

 エ 三春町総合防災訓練 
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(2) 消防本部訓練 

ア 構成市町・消防本部合同図上訓練 

イ 水難救助基本訓練（前期） 

ウ 水難救助対応訓練（湖沼対応） 

エ 水難救助対応訓練（河川対応） 



― 28 ―

オ 水難救助基本訓練（後期） 

カ 水難救助対応訓練（冷水対応） 

（3） 消防救助技術訓練（大会） 

ア 第41回福島県消防救助技術大会 

イ 第47回東北地区支部消防救助技術指導会 
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救 急 概 況 
１ 救急活動状況 

 

２ 救急隊員の研修 
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３ 救急医療体制 
医療機関との連携

ドクターヘリの出動要請

郡山メディカルコントロール協議会
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４ 応急手当の普及啓発 
  救命の連鎖 

 郡山バイスタンダーCPR 70％達成推進委員会 
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５ 予防救急プロジェクトチーム 
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救助概況

救助隊の活動 

１ 救助隊の出動件数は121件 
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通信指令概況

４　ウェブサイトアクセス状況について

１　平成30年の災害等受理件数の状況

２　119番通報ファックス及び119番通報メールについて

３　テレフォンサービスについて

( ) 441,409

346,327 347,380
309,948 277,695

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

26 27 28 29 30

30 760
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229,712

160,550
205,771 203,515 219,967

0
50,000

100,000
150,000
200,000
250,000

26 27 28 29 30
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統計資料編 
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総　　　務 
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1　消防庁舎の所在地

湖南分署

熱海分署

三春分署 常葉分署

滝根分署

小野分署

都路分署

移分駐所

安積分署

田村分署

中田分署

日和田分署

針生救急所

大越分遣所

喜久田基幹分署

富久山分署

大槻基幹分署

消防本部 郡山消防署

田村消防署
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２ 組合執行機関等･組合議員
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3  郡山地方広域消防組合組織

火災・その他災害活動、地理・水利等
救急業務、応急手当等の普及活動等
査察、消防設備等検査、届出事務等

(Ｈ31.4.1)

会計管理者

消防本部

出納室
出納係

審査係

総務課

庶務係

人事教養係

企画財政係

予防課

予防係

査察係

火災調査係

消防課
消防水防係

救急係

通信指令課
指令係

情報管理係

郡山消防署

庶務係

予防係

消防係

救急係

救助係

田村消防署

三春分署

小野分署

滝根分署

都路分署

常葉分署

大越分遣所

庶務係

予防係

消防救助係

救急係

移分駐所

組合議会

監査委員

危険物係

契約、文書管理、庁舎管理等

職員定数、給与、研修、福利厚生等

企画、広報、統計、情報公開、財務会計、予算、経理、組合議会等

建築同意、消防用設備等の検査等

危険物関係許認可、検査指導等

防火管理、査察、火災調査係、違反処理等

火災調査等

○震災対策、各種訓練計画、相互応援協定、消防機器等の仕様
国際消防救助隊、緊急消防援助隊、災害救助、救助隊員教育等

救急隊員の資格、救急業務計画資機材の取扱い指導・整備等

災害の受報、出場指令、無線通信運用機器施設の保守管理等

指令管制装置の管理・整備、情報通信機器の管理・運用等

文書管理、庁舎管理等

査察、消防設備等検査、届出事務等

火災・その他災害活動、地理・水利等

救急業務、応急手当等の普及活動等

各種救助活動、救助訓練等

文書管理、庁舎管理等

査察、消防設備等検査、届出事務等

火災・救助活動、地理・水利等

救急業務、応急手当等の普及活動等

救急業務

火災・その他災害活動、地理・水利等

救急業務、応急手当等の普及活動等

査察、消防設備等検査、届出事務等

執行機関
管理者
副管理者

21人

8人

18人

22人

232人

116人

（消 防 長）
（消防次長）

職 員 数 419人

大槻基幹分署

喜久田基幹分署

熱海分署

日和田分署

田村分署

安積分署
湖南分署

中田分署

針生救急所

書記長

書記

書記
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階級別
人　　員

区　　分
2 1 1

)1()1(
22

2215
1225
2114
2215
775212

22
32)1()1(5
2114
1124
123
745)1(2)1(81

112
1124

112
111418

22
63211

23229
2954222

71(2) 1 1 7 (1) 18 17 (1) 24 2 1
7 1 4 2
14 2 4 1 7

565281
3133322
553251
2122301

86 1 4 14 17 17 1 32
8852142
7952142
6341151
544251
544251
51242151
534241
534241
3122201
9428363714641

232 1 8 31 53 55 3 81
6 1 3 2

3115
213)1(3)1(9
532)1(1)1(11
11226

37 (2) 1 3 9 (2) 8 7 1 8
5432151
51332151
534241
433221
534241
32229
721819121297

116 (2) 1 5 21 (2) 27 25 2 35
419 (4) 1 3 20 (1) 70 (2) 97 (1) 104 7 117

(  ) 内数字は兼務職とし、実数に含まない。
　合　　　計

消　防
正　監 消防監

課長・主幹・課長補佐
指 令 係

消防吏員

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

計

消　防
司令長

火 災 調 査 係
計小

消 防 水 防 係
救 急 係

計小

予
防
課

総
務
課

消防士

消 防 長 ・ 消 防 次 長
消 防 長 付
課長・主幹・課長補佐
庶 務 係

消
防
本
部

計小
課長・主幹・課長補佐
予 防 係
危 険 物 係

人 事 教 養 係
企 画 財 政 係

消
防
課

課長・主幹・課長補佐

予 防 係

情 報 管 理 係
計小

計
署長・副署長・当直長・副当直長

本
署

通
信
指
令
課

生針

南湖
積安

喜 久 田

田中

署長・副署長・当直長・副当直長
庶 務 係
予 防 係
消 防 救 助 係
救 急 係

路都

海熱
日 和 田

計小

分
署
等

分
署
等

村田

槻大

計小
計

（Ｈ31.4.1）4　職員配置状況

事　務
吏　員

総 務 課 付

計小

葉常

根滝

春三

査 察 係

郡
山
消
防
署

田
村
消
防
署

本
署

救 助 係

消 防 係

野小

越大

計小

救 急 係

庶 務 係
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消

防

正

監

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

平均 36.6 57.0 58.3 55.4 50.6 41.5 33.3 30.6 23.6

合計 419 1 3 20 70 97 104 7 117
33歳81
44歳91
3131歳02
6161歳12
3131歳22
5151歳32
5151歳42
516歳52
9101歳62
6841歳72
92451歳82
31711歳92
513191歳03
131151歳13

19661歳23
19881歳33
101451歳43

5501歳53
6621歳63
257歳73
134歳83

39歳 6 2 4
40歳 10 1 6 3

44歳14
42歳 7 1 5 1
43歳 14 4 6 4
44歳 15 5 8 2
45歳 9 5 3 1
46歳 6 2 3 1
47歳 5 2 2 1
48歳 3 1 1 1
49歳 7 5 2
50歳 9 1 6 2
51歳 5 2 3
52歳 4 3 1
53歳 9 1 7 1
54歳 4 2 1 1
55歳 15 6 5 4
56歳 6 4 2
57歳 14 1 4 6 2 1
58歳 5 2 3
59歳 11 1 4 4 2

60歳以上

合

計

消　防　吏　員
事

務

吏

員

(Ｈ31.4.1)５　職員階級別年齢

0
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６　職員研修状況

11
11
11

11
11
235

9191
22
22

22
14 14

35 2
33

33
22

12 1
12 1

13 2
22
23 1

12 1

21 17 4

21 17 4

108 4 40 22 2 40
12 3 8 1

33
44

3 3
11

11
12 1
11

27 3 10 3 10 1
13 2

11

11

11

6 1 2 1 2
146 3 17 46 34 4 42

メ ンタルヘルス講座

予 防 科専科教育

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス

予 防 査 察 科

水 難 救 助 科

専科教育

合 計

政 策 法 務 講 座
新 任 課 長 研 修

消
防
学
校

中 級 幹 部 科

救 助 科
救 急 科

初 任 教 育

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ

火 災 調 査 科

(H31.3.31)

消防士合計 消防監 消　防司令長
消　防
司令補

消防
正監

幹 部 科

消　防
副士長

消　防
士　長

消　防
司　令

　階級別

　研修別

小 計

は し ご 車 運 用 科
ポンプ操法指導員科

初 級 幹 部 科

自主防災組織育成コース

接遇研修指導者養成講座

小 計

警 防 科

実 行 力 ア ッ プ 研 修一般職研修

救急救命士処置拡大講習
（ 静 脈 路 確 保 等 ）

新 任 管 理 者 研 修
新 任 係 長 研 修

救急救命士処置拡大講習
（ ビ デ オ 喉 頭 鏡 ）

救命士養成補助教育

救急救命士養成研修（東京研修所）

そ
の
他

地方公務員会計基礎講座

管理者・
監督者研修

小 計

市 町 村 職 員 中 央 研 修 所
法 令 実 務 能 力 の 向 上 Ｂ （ 応 用 ）

選択研修

指導者養成研修

指導救命士養成講習（九州研修所）
市 町 村 職 員 中 央 研 修 所
法 令 実 務 能 力 の 向 上 Ａ （ 基 礎 ）

総合教育

実務講習

消
防
大
学
校

指 揮 隊 長 科
放 射 線 基 礎 研 修
機 関 科

幹部教育

特別教育

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス

小 計
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区分 種別　　　　              階級別 合　計 消 防
正 監 消 防 監

消 防
司 令 長

消 防
司 令

消 防
司 令 補

消 防
士 長

消 防
副 士 長 消 防 士

533655573412202）種１第（車動自型大
187281）種２第（車動自型大
416121車動自型中
2301832車動自殊特型大

1214車動自引んけ
81515251156能技掛玉

2316能技転運トフリクーォフ
156務業扱取転運ンーレク式動移

671919125能技転運ンーレク式動移型小
123育教別特転運チンイウ
11能技転運車動自急緊急救防消

13217能技転運車業作所高
112士備整車動自Eンリソガ級三

1）級１（舶船型小 1
146121）級２（舶船型小

2801）級４（舶船型小
11）級５（舶船型小

1125211能技転運械機設建系両車
11）械機種乙（造製スガ圧高

高圧ガス製造（丙種化学特別科目） 22 1 1 9 8 3
テクニカルロープレスキュー・テクニシャン 1375171
潜水士 58 1 1 13 24 13 6

5215101134者任主業作険危素水化硫乏欠素酸
11能技接熔ムウニミルア

11育教別特全安クーア
1214能技接熔クーア

11能技接熔ンレチセア
11能技断切スガ

31193181能技接熔スガ
198532輪二動自
347車輪二動自型大

549324384車輪二動自型中
11車輪二動自型小

5128ータクラトスンイＣＥＴＰＪ
923918101218ーダイバロプＣＥＴＰＪ
112ーダイバロプCETP

11ータクラトスンイSLB
92221894156ーダイバロプSLB
00174016907023004者格資員隊急救
51443826151301士命救急救

822615125士命救急救施実管挿管気
742382514119士命救急救施実与投剤薬

2114士命救導指
31629115士命救急救与投液溶糖ウドブ 1 1
5428183士命救急救了修習講鏡頭喉オデビ

00174017907023104員導指当手急応
特定化学物質等作業主任者技能 5 1 1 3

11686132者任主業作等鉛ルキルア四び及物学化定特
11ーダイバロプSLCA
1618者導指ＤＥＡ

ＡＥＤ指導者スキルアップセミナー 4 1 3
11ータクラトスンイアコＡＨＡ

22スーコーダイバロプＯＳＬＢ
MCLS（Mass Casualty Life Support)プロバイダーコース 1113

　　(H31.4.1)７　職員資格取得状況

消
防
部
門

救
急
部
門



― 45 ―

区分 種別　　　　              階級別 合　計 消 防
正 監 消 防 監

消 防
司 令 長

消 防
司 令

消 防
司 令 補

消 防
士 長

消 防
副 士 長 消 防 士

MCLS（Mass Casualty Life Support)標準コース 3137
MCLS（Mass Casualty Life Support)インストラクターコース 112

11スーコーダイバロプENRBC-SLCM
11ーナミセ動初故事線射放SRIN
11）定認会学傷熱本日(スーコCEBP

72633スーコSLSP/CECP
11ーダイバロプSRAEP

11スーコCEEP
3115）種甲（者扱取物険危

2855332）類１　種乙（者扱取物険危
1844302）類２　種乙（者扱取物険危
22164372）類３　種乙（者扱取物険危

危険物取扱者（乙種　４類） 84 1 8 19 24 19 13
20135222）類５　種乙（者扱取物険危
30165372）類６　種乙（者扱取物険危

1141512）種丙（者扱取物険危
123　　　　　　　　　　　　　　者扱取物劇毒

2114）類１　種甲（士備設防消
2114）類２　種甲（士備設防消
112）類３　種甲（士備設防消
32218）類４　種甲（士備設防消

11）類５　種甲（士備設防消
11）類特　種甲（士備設防消

213）類１　種乙（士備設防消
22）類２　種乙（士備設防消
11）類３　種乙（士備設防消

2428）類４　種乙（士備設防消
1124）類５　種乙（士備設防消

44331933）類６　種乙（士備設防消
11）類７　種乙（士備設防消

11　　　　　　　　種一第者格資検点備設防消
11　　　　　　　　種二第者格資検点備設防消

251216273）察査火防（定検術技防予
242201）等備設用防消（定検術技防予
354131）物険危（定検術技防予

11者術技門専備設電発用家自　種一第
1236）級２（士技ーライボ

11136能技ーライボ
423211士災防

112者任主業作剤溶機有
1124士事工気電
11士事工気電種二第

11者格資査調等物築建殊特
11士技行施械機設建級二
22）級２（士築建
54101線無アュチマア

1214）級４（線無アュチマア
11193152士技線無殊特上陸　級一第

第二級　陸上特殊無線技士(特殊乙も含む） 100 3 16 41 28 9 3
00171775924862士技線無殊特上陸　級三第

1113トーパスキエ信通護救療医害災
総
務
部
門

1146者理管生衛種１第

通
信
指
令
部
門

予
防
部
門

救
急
部
門
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８　消防組合財産の状況
（1）　公有財産
　(ア) 建　　物

　(イ) 消防施設
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     （２）　物　　品
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９　令和元年度一般会計当初予算

10　構成市町普通分担金　（過去５年間の予算額の推移）
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予　　　防 
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1　月別火災発生状況

月別火災発生件数及び損害額　
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２　市町別火災発生状況



― 52 ―

４　署所別火災発生状況

３　市町別・原因別火災発生状況
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５　建築物用途別出火件数

６　市町別建築物用途別出火件数
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８曜日別火災発生状況

７時間別火災発生状況

９火災による死傷者の推移
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10　階層別防火対象物
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11　市町別防火対象物
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12　年度別条例に基づく各種届出状況

13　年度別火災予防条例以外の各種届出等状況
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14　年度別証明書等交付件数

15　市町別危険物施設

100 98
65 73 83

355

272

448

541
475

0

100

200

300

400

500

600
（件）

26 27 28 29 30
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16　年度別危険物施設認可・再交付・各種届出状況

17　倍数別危険物施設
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18　年度別危険物施設許可等処理状況
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消　　　防 
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２　車両配置状況

１ 車両種別保有状況
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４　一般業務出向状況

３ 　消防車両出動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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５　水防活動状況

６　平成30年中の主な消防訓練
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　(2)　高速道路応援協定

　(3)　福島空港及びその周辺における消火救難活動に関する協定

　(4)　大規模災害等の応援協定

　(５)　火災原因調査に係る相互応援協定

　(６)　建設機械等の貸借に関する協定書

７　相互応援協定

　(1)　相互応援協定
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　(７)　ドローン等に係わる連携協力に関する協定書

●耐震性貯水槽

８　消防水利の現有数
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救　　　急 
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1　署所別救急出動件数及び搬送人員
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2　月別・市町別（対前年比）救急出動件数
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3　事故種別医療機関別搬送人員
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4　現場到着所要時間別出動件数

5　収容所要時間別搬送人員

●　過去５年間の収容所要平均時間

●　過去５年間の現場到着所要平均時間
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7　曜日別救急出動件数

6　傷病程度別搬送人員　

8　時間別救急出動件数
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9　高速自動車道路救急出動状況

11　ドクターヘリ要請の内訳

10　過去5年間の高速自動車道路救急出動
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　12　応急手当普及指導講習実施件数

13　バイスタンダーCPR実施率の推移

14　応急手当普及員受講者数

　　●講習実施の推移
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救　　　助 
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１　救助出動状況

3
3%

34
35%

4
4%

7

0%

21
21%

99

1
4.5%

13
59.1%

2
9.1%

6
27.3%

22

0

30
30%
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３　過去5年間の救助出動状況

２　救助活動状況

467

246

113 100 121
0

100

200

300

400

500

H26 H27 H28 H29 H30
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４  救助活動のための機械器具等の保有状況（救助隊・救助工作車）

救助隊員資格者
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通 信 指 令
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1　通信指令系統図
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２　無線電話配置状況
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３　119番受付状況

その他受理状況

加入電話（災害通報件数）

携帯電話（災害通報件数）
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４　過去５年間の災害等受理種別状況
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( )

( )

31,485 31,053
29,852

27,698
25,859

20,000

25,000

30,000

35,000

26 27 28 29 30

241

189
172

126
99

50

100

150

200

250

26 27 28 29 30

20,352 20,326

19,332

17,604

16,487
15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

26 27 28 29 30

641

482 490

363

147
0

100
200
300
400
500
600
700

26 27 28 29 30

( )



― 84 ―

５　テレフォンサービス利用状況

0

10

20

30

40

50

H26 H27 H28 H29 H30
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６　気象注意報及び気象警報の発令
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管内消防団
 

（消防団事務については、構成市町ごとに行っています。）
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年齢別

在職年数

1　郡山市消防団　　

団員数
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2　田村市消防団

団員数

在職年数

年齢別
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３　三春町消防団

団員数

在職年数

年齢別
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4　小野町消防団

年齢別

在職年数

団員数
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協 力 団 体
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　⑵　事務局

　⑶　事業

　⑸　組織

　⑷　会員数（平成31年４月１日現在）

協 力 団 体　
１ 郡山地方消防防災協会

　⑴　目的
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　⑴　目的

　⑵　事務局

　⑶　事業

　⑷　会員数

　⑸　組織

２ 郡山地方幼年・少年・女性防火委員会

【平成30年度優良少年消防クラブ・
指導者表彰（フレンドシップ）】【第18回幼年消防クラブのつどい】


